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本年度、管内をパトロールし目立つことは、クレーン機能を備えた車両系建
設機械で吊り作業を行っているにもかかわらず、クレーンモードに切り替えて
いないこと。
当該建設機械は、掘削も出来るしクレーンモードに切り替えることによって

クレーンとしても使える優れものですが、使い方を間違えると大きな事故につ
ながります。
面倒くさいからだとか、ちょっとだからは通用しません。適切なモードでの

作業を行いましょう︕（署長より）

１ クレーン機能を備えたドラグ・ショベルとは
動力伝達装置は油圧式で、油圧シリンダーや油圧モーターを動かしてクレー

ンを作動させます。また、クレーン・ショベルモードの切換えとフックのセッ
トアップにより１台の機械で移動式クレーンとドラグ・ショベルに使い分けが
できます。
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２ 安全装置
車両系建設機械として常備している安全装置（ヘッドガード、前照灯など）

のほか、移動式クレーン構造規格に基づいた下図の安全装置が装着されていま
す。
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のほか、移動式クレーン構造規格に基づいた下図の安全装置が装着されていま
す。
運転を行う者は、クレーン作業開始

前に安全装置に異常がないことを確認
し、安全装置を正しく取扱い、その機
械の定められた性能範囲内の運転を順
守しましょう。
安全装置の機能を停止させた運転は

禁止されています。

安全装置は
大切だよ！

裏面へ



３ クレーンモードとショベルモードの違い
クレーンモードへの切換えを行うとショベルモードと比べて、主に以下の

違いがあります。
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旋回速度が速すぎると、旋回時につ
り荷に遠心力が働き、作業半径が伸
びてオーバーロードになることがあ
るので注意が必要です。
つり荷の質量と作業半径が同じで

あれば、つり荷に働く遠心力は旋回
速度の２乗に比例して大きくなりま
す。つまり、旋回速度が２倍になれ
ば遠心力は４倍になります。
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①エンジンの回転数に制限がかかります。
②旋回速度がショベルモードの２分の１から３分の１に制限されます。
③移動式クレーンに必要な安全装置が有効になります。
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滝川労働基準監督署では、あんぜんプロ
ジェクトへの参加登録を勧奨しています。
手続きは、とっても簡単︕︕
詳しくは、当署安全衛生課まで︕
お気軽にお声がけください。


